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富士山が様々な意味で名実共に日本の最高峰であるのは疑いのないことで

す。富士山を望むことができるポイントは山梨、静岡、神奈川、東京の各所に

数多くあり、遠くは北関東から近畿地方に至る広範囲に及ぶといわれます。

昔から詩歌に詠まれ、絵画や版画などの造形美術にあらわされ、とりわけ近

年はカメラマンがレンズを向ける被写体になるなど、芸術表現の素材として

も、これにまさるモチーフは他に見いだしがたいのではないでしょうか。富士

山写真大賞は、富士山をテーマに、プロ、アマチュアを問わず、全国から公募

した中から、厳正な審査によって選出した５０点を展示いたします。様々な角

度、様々な気象条件によって美しく表情を変化させる富士の姿をご覧いただ

けます。

写真コンテスト　第11回富士山写真大賞　

募集期間　　2008/10－2009/09/30

応募点数　　1,424点　応募人数　446人

■（最高賞　金賞　1名）澤田章（京都府）

■（準最高賞　銀賞　1名）小俣仁（山梨県）

■（第3位　銅賞　1名）高塚福太郎（神奈川県）

■（第4位　入選と特別賞　6名）

　飯田龍治（静岡県） 倉形二美男（東京都） 柴田英夫（愛知県） 高島伸晃（愛知県） 　山下保（愛知県） 橋田清助（千葉県）

■（入選　41名）　赤坂則雄（神奈川県）　在原英樹（山梨県）　占部俊和（千葉県）　大須賀和夫（山梨県）　

　大塚隆彦（神奈川県）　　岡本芳隆（神奈川県）　落合正和（静岡県）　越智秀夫（奈良県）　勝又守洋（静岡県）　

　加藤　（静岡県）　熊谷利和（千葉県）　栗田和明（静岡県）　小嶋脩二（東京都）　後藤重行（山梨県）　

　小林甚一（愛知県）　斉藤一夫（神奈川県）　佐藤弘高（山梨県）　佐野千秋（静岡県）　佐野嘉仁（山梨県）　

　島田穣（埼玉県）　　鈴木和夫（神奈川県）　鈴木喜久高（神奈川県）　鈴木治夫（神奈川県）　鈴木泰子（神奈川県）　

　曽根幸安（山梨県）　竹内義暢（千葉県）　田茂強（埼玉県）　内藤均（山梨県）　

　中山八重子（東京都）　二家本義助（東京都）　　西尾盛雄（静岡県）　

　新田七郎（埼玉県）　堀内寧章（埼玉県）　松永孝一（静岡県）　三島純夫（東京都）

　宮川繁（神奈川県）　室岡克彦（東京都）　安原範夫（神奈川県）　

　山本脩二（静岡県）　渡辺忠男（山梨県）　藁科光司（静岡県）　（五十音順　敬称略）

 tel ０５５５-７３-２８２９
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健康科学大学コミュニティカレッジ 　地域ベース講座

観光まちづくりカレッジ講義編

 地域における健康づくり、福祉（子育て、障害児・者や精神障害者の暮らし、高齢者の暮らしなど）、リハビリテ

ーションの状況について分かりやすく説明し、私たちが暮らす地域の「今」を理解すること、そして「これから」

を考えます。

　観光まちづくりカレッジでは江戸川大学の鈴木輝隆先生をお招きし、観光まちづくりについての講義をして

いただくことになりました。カレッジ受講生でなくても聴講できますので、お気軽にご参加ください。

『どうなる？地域の医療と暮らし』

日　　時：2月3日（水）　午後１時～４時３０分（受付：午後１２時３０分～）

会　　場：富士河口湖町中央公民館

問合せ先：健康科学大学　�83－5200

「どうなる？地域の医療と暮らし」　折茂　肇（健康科学大学学長）

� 地域の健康づくり【入江・木部（福祉心理学科）】

� 地域の福祉（子育て、障害児・者や精神障害者の暮らし、高齢者の暮らし、

　 ボランティアなど）【山崎・長坂・渡辺（福祉心理学科）】

� 地域のリハビリテーション【大島・伊藤（作業療法学科）三科（理学療法学科）】

☆ 基調講演：午後１時～

☆ 分科会：午後２時１０分～

健康科学大学総務課　富士河口湖町小立７１８７

電話：０５５５（８３）５２００　FAX：０５５５（８３）５１００

Email：soumu@kenkoudai.ac.jp

お申込みの際上記�～�の分科会のうち参加を

希望される分科会をひとつお選びください

お申込み

問合せ先

　講　師：江戸川大学社会学部ライフデザイン学科教授　鈴木輝隆先生

　日　時：２月１０日（水）　午後７：００～９：００

　場　所：中央公民館　第１研修室

・北海道大学農学部卒。神戸市役所、山梨県庁、総合研究開発機構を経て、２０００年より現職。「住民自治と情報力で地

　域経営」が研究テーマ。

・長野県小布施町、秋田県田沢湖町乳頭温泉「鶴の湯」、高知県「四万十ドラマ」、熊本県山江村「住民ディレクター」、

　鹿児島県西之表市（種子島）などの地域づくりに関わり、全国にネットワークを構築している。

鈴木先生の略歴

聴講をご希望の方は観光課観光振興支援室・久保までお申込みください。　

TEL 72-3168 / FAX 72-2817　Ｅメール　kanshin@town.fujikawaguchiko.lg.jp

私のまちづくり論～ローカルデザイン力がない町は生き残れない～

☆ 全体会（３つの分科会の内容を発表します）午後３時４０分～４時３０分
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お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

人口

男

女

世帯

　　25,930人
(±0)

 12,751人
(－4)

 13,179人
　(＋4)

 9,039  
(＋4)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

12月1日現在の
人口・世帯

Happy Wedding
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梨
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。
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ラ
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※
「
あ
っ
せ
ん
」
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の
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れ

　
る
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は
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ま
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、
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所
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て
い
た
だ

　
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

2010 富士河口湖ウィンターフェスティバル　富士山の日記念行事2010 富士河口湖ウィンターフェスティバル　富士山の日記念行事

「第３回　富士山・河口湖映画祭」開催！「第３回　富士山・河口湖映画祭」開催！「第３回　富士山・河口湖映画祭」開催！

　今年で第３回目となる「富士山・河口湖映画祭」を平成２２年２月２０日

（土）・２１日（日）に開催します。

　「富士山の麓から映画文化の発信！」をテーマにしまして、制作した映画

の上映、シナリオコンクールの開催、記念講演、各種映画の上映などなど映

画三昧の２日間です。

　ぜひみなさまも遊びに来て下さい。

日程　平成２２年２月２０日・２１日

場所　勝山ふれあいセンターさくやホール

内容　第２回シナリオコンクールグランプリ作品

　　　　　　「小さな大きな富士山と」の上映

　　　第３回シナリオコンクール表彰式

　　　審査委員長山本むつみさんの講演

　　　映画上映（３～４本：内容未定）

富士山・河口湖映画祭

「小さな大きな富士山と」
第２回シナリオコンクールグランプリ作品

今年のテーマは「家族模様」

～テレビドラマの裏表～

昨年のグランプリ作品が映画化さ
れました！きれいな富士山の麓、
温かい家族の物語。おらが町の映
画、いよいよ公開！

毎年恒例のシナリオコンクー
ル審査委員長の記念講演。
今年は、４月からのNHKの連続
テレビ小説「ゲゲゲの女房」の
脚本を担当される山本むつみ
さん。テレビドラマの表裏には
何がある？

富士山の麓から新しい作品を生み出す

取組みにより、映画映像文化を高めるこ

とを目的としております。「富士山の高

さを追求した取組み」を表現しており、シ

ナリオコンクール、グランプリ作品の映

画化に取組んでおります。

富士山・河口湖映画祭の象徴といえば、シナリオコ

ンクールです！今年は全国からなんと２６６本の作品

が集まりました。栄冠は誰の手に？

グランプリは賞金５０万円＋映画化の栄誉！

入選作シナリオ集も販売します。

　　　　　　　　　　　　　　協力：シナリオ・センター

脚本：石田晶子

監督：阿部誠

出演：天野芽衣子、村野武範、剛たつひと ほか

製作：DORAGON　Movie

制作：富士山・河口湖映画祭実行委員会

審査委員長

山本むつみさん（脚本家）

記念講演 シナリオコンクール表彰式

～富士山・河口湖映画祭の取り組み～

その１　～映画映像文化を高める取組み～

映画館の無い町だからこそ、多くの方に

映画に親しんでいただき、映画の素晴ら

しさを体験していただくことを目的とし

ております。「富士山の裾野を広げる取

組み」と表現しており、各種映画作品の

上映を行っております。

その２　～映画映像文化を広げる取組み～

お問合せ　文化振興局：72-5588　　観光課：72-3168　　企画課：72-6023

～富士山・河口湖映画祭inこども未来創造館～

“こどみら”でもお子様向けの楽しい作品を上映します！
同日開催！

入場
無料

！

申込み
不要！


